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実用的な統計手法

後期は２つのグループ間に見られる、ある指標の差は有意であるかの検定、および互いに関連性を持つデータに
ついて、相関と回帰などを扱います。授業形式がレポート作成を中心とする点は、前期と同じです。

検定、相関、回帰は、統計手法の中でも特に実用性が高いので、便利なソフトが多数供給されています。そこで
はデータを入力すれば簡単に結果を得ることができるだけに、結果を解釈する基礎知識が必要となります。

分析結果の解釈が出来るよう、基礎を会得するのがインスタント的な現代における、この授業の目的と言う事も
できます。

１．グループの差･･･例題を提示、直感で考える
２．　　　〃　　･･･有意差の計算
３．　　　〃　　･･･検定の基礎
４．　　　〃　　･･･さいころ実験
５．　　　〃　　･･･各自例題を作成
６．　　相関　　･･･実データの相関係数を議論
７．　　　〃　　･･･誤解されやすい点の注意

８．　 　〃　･･･Excelによる散布図の作成
９．　 　〃　･･･擬相関と強すぎる相関
10.　　　〃　･･･各自の相関例作成
11.　　　〃　･･･各自の相関分析に助言
12.　　回帰　･･･分析例による導入
13.　　　〃　･･･結果の解釈
14.　　　〃　･･･課題を提示
15.　　　〃　･･･課題分析への助言

配布プリントは頻繁に参照するので、教科書として必ずファイルしてください。

レポート、出席率を含む授業姿勢。レポートは達成度、努力度、独創性の3項目について、ＡＢＣの3段階評価。

Excelを頻繁に使用するので、表の加工、関数、作図についての基礎を会得しておく必要があります。

http://www.icc.ac.jp/


